
歴史地震研究会2017年度　第1回幹事会議事録
日時：2017年9月6日（水）17：00～18：45
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、宍倉正展、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、中村操、植竹富一（以上、監査役）
オブザーバー：松崎伸一（次期幹事）
欠席者：なし
1． 入退会者の承認
西田潤一氏が亡くなったことがわかったため退会扱いとなった。新入会員はなかった。その結果、会員数は308名となった。
2． 財政関係
（１）2016年度決算（案）について
2016年度の決算案が報告され了承された。9月16日の総会で原案通りに会員に報告する。
（２）2016年度大槌大会決算案について
決算案が報告され了承された。9月16日の総会で原案通りに会員に報告する。
（３）2016年度の入退会者のまとめ
新規入会者15名、退会者12名であった。その結果、2017年9月1日時点の会員数は309名となった。
５．2017年度予算案について
2017年度の予算案が報告され了承された。9月16日の総会で会員に提案する。
３．総会の準備状況
　　8月に開催された2016年度第4回幹事会における指摘事項に従い修正された資料が報告された。議案の順番を変更した方がよいという提案がなされ、第一号議案（2016年度事業報告および決算報告）、第二号議案（会長選出）、第三号議案（監査役選出）、第四号議案（会則の改正）、第五号議案（2017年度事業計画および予算案）の順番で審議を進めることとなった。
４．2017年つくば大会の準備状況について
前日の会場使用は不可であることが確認されたので、会場準備は当日の朝に集中して行う。関係者は施設利用開始時刻の9:00前に集合。9:15受付開始とする。
予稿集は印刷が完了している。
懇親会は料理40名分、飲み放題48名分で予約済み。懇親会の会計収支もつりあう。
最終日の巡検は案内者を含めて37名が予約済みで保険の手配も完了した。
案内者の東北学院大・柳澤英明氏は非会員であるため、これまでの大会と同様に出張を依頼し、旅費（仙台・つくば往復＋前泊）、謝金（1万円）を支出することとした。
出発時のバス乗車位置はダイワロイネットホテル前とし、バス会社と打ち合わせも済ませた。
鹿島神宮の見学は現地ボランティアに依頼済み。
巡検案内資料は3名からの原稿が受領済み。残り1名が執筆中だが、完成の目途はたっている。
５．2018年大会の準備状況について
公開講演会のテーマおよび講師案について議論がなされた。
1． テーマについては「別府湾の歴史津波～慶長豊後地震について～」とし、時間は15時開始、17時終了の2時間で計画することが決まった。
2． 講師は平井義人氏（日出町歴史資料館）、竹村恵二氏（京大）、首藤伸夫氏（東北大名誉教授）の３名を候補者とし、次回幹事会までに打診することが決まった。交渉担当は平井氏、竹村氏が松崎、首藤氏は松浦が担当する。
6． 編集出版委員会関係事項について
次号の編集作業が既に進んでおり、3編の論文を受け付けて査読中。第32号のオンライン版を2017年12月頃に公開予定で準備はほぼ完了している。
第1号から14号までのオンライン公開を目指して内容の確認を進めている。問題がありそうなものをリストアップして、今年度も対応を進めて、可能な論文から公開する。
7． ホームページの更新などについて
9月1日にホームページを更新した。大きな変更点はつくば大会の会場地図の掲載と、東京大学地震研究所から届いた共同研究の案内の掲載（リンク）である。
８．その他
　公益財団法人日本学術協力財団から寄付の依頼があった。歴史地震研究会の規約には寄付に関する予算項目がないので今年度はお断りする。
　日本地球惑星科学連合（JpGU）から加盟の誘いがあった。年会費は1万円であるが、歴史地震研究会にとって加入の利点がある可能性があるため、加盟の可否について調査を継続することとした。
日本地震学会から、国際誌EPSの出版助成申請に際し歴史地震研究会にも加わって欲しい旨の相談があった。歴史地震研究会にとってメリットがあると考えられるので、申請に協力する方向で検討することとした。
９．次回幹事会の日程
　11月に第2回幹事会を予定する。総会後に日程調整を行う。

